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1.はじめに 

 トカマク型核融合炉による磁気面の不安定

性の1つである新古典ティアリングモードによ

る磁気島の生成の抑制には、磁気島のO点への

局所的電流駆動が有効である。従来はジャイロ

トロンをON/OFFすることで電流駆動していた

ため50%の効率で運転を行ってきたが、本研究

グループでは100%の効率で運転できるよう、ビ

ーム経路をkHz帯で高速切り替え可能な高速ス

イッチの開発を目指す[1]。 

 

2.高速スイッチの原理 

 図1に三角形高速スイッチの概念図を示す。

P1から入力された電磁波は、Half mirrorにより

透過波と反射波に分かれる。リング共振器内で

電磁波が共振した場合、リング共振器内で電力

が蓄積されることによりP4から出力され、P1か

ら反射したP2とリング共振器内から透過する

P2は180°位相が違うためP2からの出力はほぼ

0になる。リング共振器内で電磁波が共振しな

い場合は、電力が蓄積されずP4からの出力が減

少し、ほとんどP2から出力される。共振周波数

はリング共振器の周長に依存するため、

Vibration reflectorを振動させることにより周長

を変化させ、共振周波数を変化させることで切

り替えを行っている。 

      
図1. 三角形高速スイッチ概念図 

3.固有振動を利用した振動鏡 

 図2に示すように振動鏡を固定し、上下2点を、

積層圧電アクチュエータを用いて振動鏡が持

つ固有振動数付近で振動させている。 

 
図2.固有振動を利用した振動鏡概念図 

 

4.低電力試験 

 低電力で、固有振動を用いた振動鏡の切り替

え性能の評価を行った。1.35 kHzで振動させた

時のP2出力の時間変化を図3に示す。 

 
図3. P2出力の時間変化(1.35 kHz) 

 

5.まとめ 

 低電力試験を行い、固有振動を用いた振動鏡

を用いることでkHz帯での切り替え動作につい

て確認した。 
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